
｢政策｣は,市が行っている都市計画,業務団地の造成などによる間接的な要因である.これに該

当するのは,元総社地区で,この地区でフィール ド調査を行った｡昭和35年を境に,戦前の農村集落

を核にして,急速に住宅地化が進められた｡それを推進したのは 2種類の住宅と2つの階層である｡

住宅 (冨

階層 (冨

一般住宅

集合住宅 (長屋形式または同じパターンの住宅の2軒以上の集まり)

多くは一戸建住宅に住むホワイトカラー的住民

多くは集合住宅に住み,工業団地に勤務するブルーカラー的住民

また,新しい住民ほど現状に不満が多い｡それは,道路の整備 ･舗装や下水道,買物の不便さへの不

満であり,表面上は住宅が増えて急激に都市化したようだが,内面的に追いついていない｡従って都

市化ではなく,住宅地化である｡

｢計画｣という要因は,市や住宅供給公社が行った住宅団地造成による直接的な要因である｡これ

が要因となっているのは,大利根地区である｡従って住宅地は,ある時期に集中して形成されている｡

大利根地区の団地は,同規模の宅地分譲を行い,一戸建の住宅のみが建てられている.従って住民に

は,階層的なまとまりがみられる｡ しかし,中心部から離れ,串しか交通手段のない面に閉篭が残る｡

また,機能的にみても,商工業機能に欠けている｡大利根地区も元総社地区と同様に,都市化ではな

く,住宅地化であった｡

前橋市の中で,3つの地区しか調査できなかったが,これだけでも地域差があらわれていることが

わかった｡

福 山 市 の 工 業 化 と 地 域 の 変 貌

桑 田 裕 代

福山市は,昭和 36年に日本鋼管福山製鉄所を誘致してから急速に都市化が進んでいった｡昭和30

年に206,601人 (現市域に組替済み)だった人口が,昭和 53年には340,679人に増加した｡この

稽加は,転入による生産年齢層の増加とその結果ベビーブームをよんで年少人口が増加したことによ

るものであったoこうして,製鉄所の誘致は福山市の産業構成に大きな変化を与え,昭和35年から昭

和40年代にかけて工業化が著しく進展 し,昭和 50年代に入ると商業の発展が目立った. そこで,宿

山市は大企業の進出によっていかに工業化され,それは地元工業にどんな影響を与えたか｡また,住

宅団地の建設や道路整備はどのようにして行なわれ,都市化を進展させていったか｡最後に商業にど

んな変貌をもたらしているかを取りあげて,福山市の発展を考察することにした｡

福山市の工業化は,製造出荷額では鉄鋼業による異常な伸びで,昭和 52年には昭和 35年の約 25倍

の年間8,852億円となった｡しかし,依然鞍維関係や木工関係を中心とした多くの零細中小企業と比

較的大規模な機械工業や多額の製造品出荷額をあげる鉄鋼業などごく少数の工場が混在している状態

にある｡ 日本鋼管福山製鉄所の雇用は,京浜からの配転者や半数以上の中国地方以外出身者で占めら

れ,地元福山市からの雇用は12年間にわずか450人にすぎなかった｡ また,関連企業や下請企業で

ー106-



もほとんどが補助部門で最終加工にまで至らず,さらに主なものは外来資本の工場であった.在来工

業である織物工業や柄地区の伸鉄工業への影響もプラスになるものは少なく,若者たちは都市的生活

様式を指向するため,労働力不足や高齢化という深刻な問題をひきおこしている｡

福山市の都市化の拡大は,全域にわたって農地転用を活発にし,宅地化が進んでいるが,特に著し

いのは東部であり,今後は南東部あるいは北部にDID地区が拡大されてい くことが予想される｡ _

人 口増加に伴って,市全体の購買力や兼業あるいは土地売却などによる収入増加と生活水準の向上

に伴って商圏は拡大した｡ しかし,大型店舗やスーパーの進出で城下町から発達した旧商店街の買い

物客は減少していった｡昭和50年代になると周辺部に商業地域が生れ,大型店舗やスーパーはますま

す多く建設されつつある｡これは,自動車を利用した買い物客の増加によるもので,国道 2号線や国

道 182号線あるいはバイパス道路周辺にも飲食店が次々に立地するようになった｡

以上,工業化,都市化,商業の変貌と福山市の発達をみてきたわけであるが,日本鋼管福山製鉄所

の立地は,福山に画期的な変化をもたらしたように思える｡ しかし日本鋼管から製造されるものは中

間製品で,地元工業の最終消費財生産と結びついていなかった｡今後,紡績業や鉄鋼の最終加工部門

の工場を立地させ,工業と商業を結びつけた都市の発展を考える必要がある｡また,急激な都市化は

さまざまなひずみを生じるため,十分な都市計画が必要である｡ そして,都市の成長は,住民の生活

向上を目指すものである以上,住民側からの町づ くりの努力や希望が市政に反映されるべきであろう0
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